
様式３ 

「福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価」等を踏まえたサービス改善計画・実施状況 
 

施設名 特別養護老人ホームクレイン 施設番号 K－２０５ 

 

 
 
 
 
項目 

評価結果に基づく現状分析 
（令和７年度） 

改善計画 
（令和７年度末時点） 

実施状況（予定を含む） 
（令和８年４月３０日時点） 

左記実施状況に実施予定が

あった場合の実施状況 
（    年４月３０日時点） 

｢ｺﾛﾅ禍の

終息ととも

に 、 改め

て地域 と

の交流を

促 進 し 、

連携をさら

に深めて

ほしい｣件 

について 

地域の介護ｻｰﾋﾞｽの拠点とし

ての機能を十分に持ち、認知症

ｶﾌｪの開催や市社協のｲﾍﾞﾝﾄ参

加等にも取り組み、地域の頼り

がいのある施設となっている。し

かしながら現状では、行事の中

止等のｺﾛﾅ禍の影響で人的交

流は極端に減り、地域と施設の

双方で顔の見えない状況となっ

ている。事業継続計画（BCP）の

整備も進める中、地域資源の活

用や備蓄品の活用、避難時の

人出不足を補う協力者として、

顔の見える存在として経営層以

下人的交流の機会増やし、ﾘｰ

ﾀﾞｰを育成するとともに利用者

ｻｰﾋﾞｽの向上と経営の安定化を

目指してもらいたい。 

地域の応援団の尽力も有り

地域交流の場として、相談

等の受付、憩いの場として

担っている。 

 
１ 実施済み 
 
２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 
 具体的には以下のとおりで

す。 

月に一回ではあるが「認知症

ｶﾌｪ」を近隣の方に向けて開催

しています。順調に継続実施を

しており、地域の皆様との交流

の場として喜ばれています。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

「提供する

ｻｰﾋ ﾞｽの

標準化に

向け 、見

直し後のﾏ

ﾆ ｭ ｱ ﾙ の

内容を全

体に周知

徹底させ

たい」件 

について 

各業務や感染症対策、防災

等のﾏﾆｭｱﾙを作成し、内容や手

順の変更は、事案が発生した時

に各委員会協議し対応してい

る。見直し後は変更事案を記載

した文書を作成し、スタッフルー

ム内に担当職員が見やすい形

で掲示している。当施設では、

全職員が参加するｶﾝﾌｧﾚﾝｽの

見直しは定着してきた。見直し

後の周知徹底には、まだ課題が

残っている。今後は最新のﾏﾆｭ

ｱﾙの内容を職員全体に浸透さ

せ、標準化した手順の実施によ

り、さらにｹｱを充実させていきた

い。 

多職種にて週に一度「ｶﾝﾌｧ

ﾚﾝｽ」を実施、「改善会議」を

通じて問題点や育成等の話

し合いの場を設けた。 

 
１ 実施済み 
 
２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 
 具体的には以下のとおりです。 
現状分析にもあるようにｶﾝﾌｧﾚﾝ

ｽ等を通じてﾏﾆｭｱﾙ等の情報の

標準化に至る過程までは定着し

ました。会議が継続されることに

より、ﾏﾆｭｱﾙ等の改定、業務上

の諸問題に対する対応の変更と

それに伴う周知等の情報共有な

どの共通認識に基づきｹｱを実

施しています。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
「 認 知 症

対応等も

含 め た ｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝのあり方

について

さらなる向

上が望ま

れる」件 

について 

介護・医療・栄養・機能訓練

等多方面から利用者の支援をし

ている。食事や入浴介助では表

情や目線を確認してできる限り

利用者の意向を重視し、介護者

のﾍﾟｰｽにならないよう行き過ぎ

た介助に注意している。排泄介

助の声掛けや誘導は、利用者

の羞恥心に配慮している。表現

することが難しくなっている利用

者には体調や気持ちの変化に

目を向けて、個々の利用者や場

面に応じた言葉がけだけでない

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方が求められ

る。家族、利用者との信頼関係

を築く上でもさらなるｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ能力の向上が望まれる。 

研修と入居者個々に合わせ

たｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方を多

職種で日々検討し、話し合

いを行っている。 

 
１ 実施済み 
 
２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 
 具体的には以下のとおりです。 

 
｢生産性向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣を立ち

上げ、多職種に渡るﾒﾝﾊﾞｰと業

務改善を実施することにより、多

職種での連携に基づく業務内

容の改善を実施しました。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設ｻｰﾋﾞｽ推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。 

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。 

※第三者評価(又は利用者に対する調査)の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。 


